
第３章 ＡＨＰを活用した原単位作成手法（２種類）の提案 
 

３．１ ＡＨＰを活用した原単位作成手法の検討目的 

3.1.1 目的および検討の着眼点 

ＣＶＭは、計測対象財の全体の価値しか計測できず、財を構成する各要素の価値までは計測す

ることはできない。また、各要素の価値まで計測できるコンジョイント分析は、多数の代替案（プ

ロファイル）を作成する必要があるという欠点を有する。このようにＣＶＭとコンジョイント分

析は、効率性と簡便性という視点から、原単位を作成する手法として問題点を有する。 

このため、本研究では、効率的かつ簡便な原単位作成に向けて新たな手法を検討した。具体的

には、最適案を決定するための意思決定手法であるＡＨＰの適用を検討した。 

ＡＨＰ（Analytic Hierarchy Process：階層分析法）は、いくつかの要素で構成される数種類の

代替案を設定し、各代替案の総合評価値を算定するものである。ＡＨＰの適用により、原単位作

成の対象とする社会的コストと貨幣価値が既知である社会的コストとの相対的な重要度を計測す

れば、複数の社会的コストの原単位を一度に作成できるものと考えた。また、貨幣価値が既知の

社会的コストがない場合には、ＣＶＭにより貨幣価値を算定し、原単位を作成することを考えた。 

 

3.1.2 ＡＨＰの概要 

    ＡＨＰは、複数の代替案の中から最も望ましい代替案を選択するための「意思決定」手法であ

る。図 3-1 に AHP のイメージを示す。 
ＡＨＰでは、意思決定のための要素を 

 
         総合目的  …  要素  …  代替案  
 
の関係で捉えて階層構造を作り上げ、アンケート調査を用いて、各要素の重みを求め、次に、各

要素からみた各代替案の評価点を算定し、最後に、各代替案の総合評価値を算定するものである。 
この総合評価値の大きさから、代替案の選択する際の優先順位が決定される。 

 
代替案の総合評価値 

＝Σ（【要素ｉの重み】×【要素ｉに対する評価点】） 
 
例えば、代替案１の総合評価値の算定方法は以下のとおりである。 

 
代替案１の総合評価値 

＝【ｋ１×ｘ１】＋【ｋ２×ｙ１】＋【ｋ３×ｚ１】 
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3.2.2 貨幣価値が既知の代替案があるケース 

貨幣価値が既知の代替案はないが比較可能な環境財があるケースは、代替案と貨幣価値が既知

の環境財を比較し、代替案を構成する要素の原単位を作成するものである。要素の構成が代替案

とは異なるが代替案と比較可能な既知の貨幣価値を有する環境財がある場合に適用される。 

貨幣価値が既知の代替案があるケースは、ＣＶＭ等によりあるひとつの代替案の貨幣価値が計

測済みで、その貨幣価値を基に代替案を構成する要素の原単位を作成するものである。 

 

3.2.1 手法のモデル化 

３．２ 計測事例を活用したＡＨＰ手法の提案（案１） 

レベル１ 

レベル２ 

レベル３ 

図 3-1 ＡＨＰ手法のイメージ 

 

既知の原単位を活用したＡＨＰ手法は、以下の 2つケースでの適用が考えられる。 

・貨幣価値が既知の代替案があるケース 

・貨幣価値が既知の代替案はないが、比較可能な環境財があるケース 

 

 

貨幣価値が既知の代替案があるケースの概要は図 3-2 に示すとおりである。 

 
 

代替案１ 

評価点（要素 1）：ｘ１

評価点（要素 2）：ｙ１

評価点（要素 3）：ｚ１

総合目的 

代替案２ 

評価点（要素 1）：ｘ２

評価点（要素 2）：ｙ２

評価点（要素 3）：ｚ２

代替案３ 

評価点（要素 1）：ｘ３

評価点（要素 2）：ｙ３

評価点（要素 3）：ｚ３

ペア比較

 
要素１ 

重み：ｋ１

各要素を評価軸 
としてペア比較 

ペア比較

ペア比較 

各要素を評価軸としてペア比較

要素２ 

重み：ｋ２

 

各要素を評価軸
としてペア比較

 
要素３ 

重み：ｋ３

 
異なる水準を

持つ要素 1～３

で構成される 

各代替案： 
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④代替案の総合評価値の算定 
要素の重みと評価点から総合評価値を算定する。 
代替案１の総合評価値 Ｅ１＝【ｋ１×ｘ１】＋【ｋ２×ｙ１】＋【ｋ３×ｚ１

】 
代替案２の総合評価値 Ｅ２＝【ｋ１×ｘ２】＋【ｋ２×ｙ２】＋【ｋ３×ｚ２

】

①階層構造図の作成 
社会的コストを要素する代替案に持つ階

層構造図を作成する。 

②各要素のペア比較の実施 
各要素をペア比較し、各要素の重み（ｋｉ

）を算定 

③代替案のペア比較の実施 
各要素を評価軸として代替案をペア比較

し、評価点（ｘｉ、ｙｉ、ｚｉ）を算定 

 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 
総合目的 

代替案１ 

評価点（要素 1）：ｘ１

評価点（要素 2）：ｙ１

評価点（要素 3）：ｚ１

代替案２ 

評価点（要素 1）：ｘ２

評価点（要素 2）：ｙ２

評価点（要素 3）：ｚ２

代替案３ 

評価点（要素 1）：ｘ３

評価点（要素 2）：ｙ３

評価点（要素 3）：ｚ３

ペア比

ペア比較

ペア比

各要素を評価軸 
としてペア比較 

要素１ 

（社会的コスト１） 

重み：ｋ１

要素３ 

（社会的コスト３）

重み：ｋ３

要素２ 

（社会的コスト２）

重み：ｋ２

各要素を評価軸

としてペア比較

：貨幣価値が既知の代替案 

各要素を評価軸としてペア比較

貨幣価値Ｕ１＝ＷＴＰ３×Ｅ１／Ｅ３

貨幣価値Ｕ２＝ＷＴＰ３×Ｅ２／Ｅ３

要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1あたりに対応する物理量 
要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 あたりに対応する物理量 

↓ 
要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1あたりに対応する物理量 

代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２）   ｂ：要素２の評価値 1あたりの貨幣価値 
代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３）   ｃ：要素３の評価値 1あたりの貨幣価値 

代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１）   ａ：要素１の評価値 1あたりの貨幣価値 
各代替案の貨幣価値と要素の評価点の関係から評価点 1あたりの貨幣価値を求め、各要素の原単位に変換する。

⑥原単位の作成 

⑤各代替案の貨幣価値の算定 

貨幣価値が既知である代替案とその他の代替案の重みの比から各代

替案の貨幣価値を算定する。 

貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ３(既知) 

図 3-2 計測事例を活用したＡＨＰ手法の概要（貨幣価値が既知の代替案があるケース） 



①階層構造図の作成 

社会的コストを要素として設定し、水準の異なる要素をもつ代替案を作成し、これらを階層と

して表した階層構造図を作成する。要素の水準は、原単位の単位（分母）となる物理量に対応す

るものとする。この場合、貨幣価値が既知の代替案を組み込むことが必要である。 

 

レベル１ 

総合目的 
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図 3-3 階層構造図のイメージ 

 
②各要素のペア比較 
■要素間のペア比較 

要素間のペア比較をアンケート調査により行い、ペア比較マトリックスを作成する。 
■要素の重みの算定 

要素の重みの算定をペア比較マトリックス表を作成して行う。 
 

 要素 1 
（社会的コスト 1）

要素 2 
（社会的コスト 2）

要素 3 
（社会的コスト 3） 

要素 1 
（社会的コスト 1） 1 ｗ１／ｗ２ ｗ１／ｗ３

要素 2 
（社会的コスト 2） ｗ２／ｗ１ 1 ｗ２／ｗ３

要素 3 
（社会的コスト 3） ｗ３／ｗ１ ｗ３／ｗ２ 1 

 ｗｉ／ｗｊ：要素ｉと要素ｊを比較してどちらが重要であるかを 5 段階等で評価した値 

 
 
 

③代替案のペア比較の実施 

各要素を評価軸として、各代替案の評価点を算定する。評価点は、要素間と同様に代替案を各

要素間でペア比較を行い、その結果よりペア比較マトリックスを作成し要素間の重みを算定する。 
 

：貨幣価値が既知の代替案 

レベル３ 

レベル２ 

要素１ 
（社会的コスト１） 

要素２ 
（社会的コスト２）

要素３ 
（社会的コスト３） 

代替案１ 

要素 1：Ｘ１ｍ 

要素 2：Ｙ１ｍ 

要素 3：Ｚ１Kg 

代替案２ 

要素 1：Ｘ２ｍ 

要素 2：Ｙ２ｍ 

要素 3：Ｚ２Kg 

代替案３ 

要素 1：Ｘ３ｍ 

要素 2：Ｙ３ｍ 

要素 3：Ｚ３Kg 

重み（要素 1、要素 2、要素 3）＝（ｋ１、ｋ２、ｋ３） 



評価点要素１（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｘ１、ｘ２、ｘ３） 
評価点要素２（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｙ１、ｙ２、ｙ３） 
評価点要素３（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｚ１、ｚ２、ｚ３） 

 
④代替案の総合評価値の算定 
要素の重みと評価点を乗じることにより、総合評価値を算定する。 
 

  評価点要素１ 評価点要素２ 評価点要素３   
 ｘ１ ｙ１ ｚ１ 代替案１ ｋ１

＝ ｘ２ ｙ２ ｚ２ ｋ２ 代替案２ 
 
総合評価値Ｅ 

  ｘ３ ｙ３ ｚ３
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Ｅ１ ＝ 【ｘ１・ｋ１】＋【ｙ１・ｋ２】＋【ｚ１・ｋ３】 
Ｅ２ ＝ 【ｘ２・ｋ１】＋【ｙ２・ｋ２】＋【ｚ２・ｋ３】 
Ｅ３ ＝ 【ｘ３・ｋ１】＋【ｙ３・ｋ２】＋【ｚ３・ｋ３】 

 
⑤各代替案の貨幣価値の算定 

貨幣価値が既知である代替案とその他の代替案の総合評価値の比から、その他の代替案の貨幣

価値を算定する。 

 

貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ３（円/世帯等） 

↓ 
貨幣価値Ｕ１＝ＷＴＰ３×Ｅ１／Ｅ３

貨幣価値Ｕ２＝ＷＴＰ３×Ｅ２／Ｅ３

 
⑥原単位の作成 

貨幣価値は代替案を構成する要素を因子とする関数で表されると仮定し、要素の評価点 1 あた

りの貨幣価値を算定し、各要素の原単位を作成する。 

 
代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１） 

代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２） 

代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３） 

 
例えば、関数型を線形と仮定すると以下のとおりとなる。 
代替案１ ････ Ｕ１＝ａ･ｘ１＋ｂ･ｙ１＋ｃ･ｚ１

代替案２ ････ Ｕ２＝ａ･ｘ２＋ｂ･ｙ２＋ｃ･ｚ２

代替案３ ････ Ｕ３＝ａ･ｘ３＋ｂ･ｙ３＋ｃ･ｚ３

 
ａ ：要素１の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素１の評価値） 
ｂ ：要素２の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素２の評価値） 
ｃ ：要素３の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素３の評価値） 
 

 

ｋ３ 代替案３ 



貨幣価値が既知の代替案がないが、代替案と比較可能な貨幣価値を有する環境財があるケース

の概要は図 3-4 に示すとおりである。 

3.2.3 比較可能な環境財があるケース 
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＜原単位＞ 
要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1 に対応する物理量（円/ｍ・世帯等） 
要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1 に対応する物理量（円/ｍ・世帯等） 
要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 に対応する物理量（円/kg・世帯等） 
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貨幣価値が既知の

環境財 

④代替案の総合評価値の算定 
要素の重みと評価点から総合評価値

を算定する。 
代替案１の総合評価値 Ｅ１＝【ｋ１

×ｘ１】＋【ｋ２×ｙ１】＋【ｋ３×ｚ１】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代替案２の総合評価値 Ｅ２＝【ｋ１

×ｘ２】＋【ｋ２×ｙ２】＋【ｋ３×ｚ２】
代替案３の総合評価値 Ｅ３＝【ｋ１

×ｘ３】＋【ｋ２×ｙ３】＋【ｋ３×ｚ３】

⑥各代替案の貨幣価値の算定 
貨幣価値が既知である環境財と代替案 3の重みの比から代替案 3の貨幣価値を算定する。 
次に、各代替案の総合評価値の比から、各代替案の貨幣価値を算定する。 
貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ（貨幣価値が既知の評価対象財の貨幣価値）×ｖ３／ｖ 
→貨幣価値Ｕ１＝Ｕ３×Ｅ１／Ｅ３

→貨幣価値Ｕ２＝Ｕ３×Ｅ２／Ｅ３

⑦原単位の作成 
各代替案の貨幣価値と要素の評価点の関係から評価点 1あたりの貨幣価値を求め、各要素の原単位に変換する。
代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１） ａ ：要素１の評価値 1あたりの貨幣価値 
代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２） ｂ ：要素２の評価値 1あたりの貨幣価値 
代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３） ｃ ：要素３の評価値 1 あたりの貨幣価値 

→要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1あたりに対応する物理量 
→要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1あたりに対応する物理量 
→要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 あたりに対応する物理量 

⑤貨幣価値が既知の環境財と代替案３とのペア比較の実施 
貨幣価値が既知の環境財と代替案３をペア比較し、重みを算定する。
代替案３の重み＝ｖ３ 

貨幣価値が既知の環境財の重み＝ｖ 

①階層構造図の作成 
社会的コストを要素する代替案に

持つ階層構造図を作成する。 

②各要素のペア比較の実施 
各要素をペア比較し、各要素の重み

（ｋｉ）を算定 

③代替案のペア比較の実施 
各要素を評価軸として代替案をペ

ア比較し、評価点（ｘｉ、ｙｉ、ｚｉ）
を算定 

 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 

代替案３ 

評価点（要素 1）：ｘ３

評価点（要素 2）：ｙ３

評価点（要素 3）：ｚ３

総合目的 

代替案１ 

評価点（要素 1）：ｘ１

評価点（要素 2）：ｙ１

評価点（要素 3）：ｚ１

代替案２ 

評価点（要素 1）：ｘ２

評価点（要素 2）：ｙ２

評価点（要素 3）：ｚ２

ペア比較ペア比較

各要素を評

価軸として

ペア比較 

要素１ 

（社会的コスト１）

重み：ｋ１

要素３ 

（社会的コスト３）

重み：ｋ３

要素２ 

（社会的コスト２）

重み：ｋ２

各要素を評価軸としてペア比較

代替案 3 とペ

ア比較 

図 3-4 既知の原単位を活用したＡＨＰ手法の概要（貨幣価値が既知の代替案がないが比較可能な環境財があるケース） 

各要素を評

価軸として

ペア比較

ペア比較 



 
①階層構造図の作成 

社会的コストを要素として設定し、水準の異なる要素をもつ代替案を作成し、これらを階層と

して表した階層構造図を作成する。要素の水準は、原単位の単位（分母）となる物理量に対応す

るものとする。 

 

レベル１ 

総合目的 
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図 3-5 階層構造図のイメージ 

 
②各要素のペア比較の実施 

■要素間のペア比較 

要素間のペア比較をアンケート調査により行い、ペア比較マトリックスを作成する。 
 

■要素の重みの算定 

要素の重みの算定をペア比較マトリックス表を作成して行う。 
 
 要素 1 

（社会的コスト 1）
要素 2 

（社会的コスト

2） 

要素 3 
（社会的コスト 3） 

要素 1 
（社会的コスト 1） 1 ｗ１／ｗ２ ｗ１／ｗ３

要素 2 
（社会的コスト 2） ｗ２／ｗ１ 1 ｗ２／ｗ３

要素 3 
（社会的コスト 3） ｗ３／ｗ１ ｗ３／ｗ２ 1 

 ｗｉ／ｗｊ：要素ｉと要素ｊを比較してどちらが重要であるかを 5 段階等で評価した値 

 
 
 
 

③代替案のペア比較の実施 

各要素を評価軸として、各代替案の評価点を算定する。評価点は、要素間の重みと同様にペア

レベル３ 

レベル２ 

要素１ 
（社会的コスト１） 

要素２ 
（社会的コスト２）

要素３ 
（社会的コスト３） 

代替案１ 

要素 1：Ｘ１ｍ 

要素 2：Ｙ１ｍ 

要素 3：Ｚ１Kg 

代替案２ 

要素 1：Ｘ２ｍ 

要素 2：Ｙ２ｍ 

要素 3：Ｚ２Kg 

代替案３ 

要素 1：Ｘ３ｍ 

要素 2：Ｙ３ｍ 

要素 3：Ｚ３Kg 

重み（要素 1、要素 2、要素 3）＝（ｋ１、ｋ２、ｋ３） 



比較を行い、ペア比較マトリックスを作成して算定する。 
 
評価点要素１（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｘ１、ｘ２、ｘ３） 
評価点要素２（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｙ１、ｙ２、ｙ３） 
評価点要素３（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｚ１、ｚ２、ｚ３） 

 
④代替案の総合評価値の算定 

要素の重みと評価点を乗じることにより、総合評価値を算定する。 
 
  評価点要素１ 評価点要素２ 評価点要素３   

 ｘ１ ｙ１ ｚ１ ｋ１ 代替案１ 
＝ ｘ２
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ｙ２ ｚ２ ｋ２ 代替案２ 

 
総合評価値Ｅ 

  ｘ３
 

Ｅ１ ＝ 【ｘ１・ｋ１】＋【ｙ１・ｋ２】＋【ｚ１・ｋ３】 
Ｅ２ ＝ 【ｘ２・ｋ１】＋【ｙ２・ｋ２】＋【ｚ２・ｋ３】 
Ｅ３ ＝ 【ｘ３・ｋ１】＋【ｙ３・ｋ２】＋【ｚ３・ｋ３】 

 
⑤貨幣価値が既知である環境財と代替案３とのペア比較の実施 

 貨幣価値が既知である環境財と代替案 3の重みをペア比較することにより重みを算定する。 

 
代替案３の重み＝ｖ３

貨幣価値が既知である環境財の重み＝ｖ 

 
⑥各代替案の貨幣価値の算定 

貨幣価値が既知である環境財と代替案 3 の総合評価値の比から、その他の代替案の貨幣価値を

算定する。次に、各代替案の総合評価値の比から、各代替案の貨幣価値を算定する。 

 

貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ（貨幣価値が既知の代替案の貨幣価値）×ｖ３／ｖ 

↓ 

貨幣価値Ｕ１＝Ｕ３×Ｅ１／Ｅ３

貨幣価値Ｕ２＝Ｕ３×Ｅ２／Ｅ３ 

 
⑦原単位の作成 

貨幣価値は代替案を構成する要素を因子とする関数で表されると仮定し、要素の評価点 1 あた

りの貨幣価値を算定する。 
代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１） 

代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２） 

代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３） 

例えば、関数型を線形と仮定すると以下のとおりとなる。 
代替案１ ････ Ｕ１＝ａ･ｘ１＋ｂ･ｙ１＋ｃ･ｚ１

代替案２ ････ Ｕ２＝ａ･ｘ２＋ｂ･ｙ２＋ｃ･ｚ２

代替案３ ････ Ｕ３＝ａ･ｘ３＋ｂ･ｙ３＋ｃ･ｚ３

ｙ３ ｚ３ ｋ３ 代替案３ 



基本的には、計測事例を活用したＡＨＰ手法と同じ流れであるが、既知の貨幣価値をもつ代替

案や環境財がないため、ＣＶＭにより、代替案の変化に対する支払意思額を求め、代替案の変化

の貨幣価値を算定し原単位を作成する。ＣＶＭを活用したＡＨＰ手法の概要は図 3-6 に示すとお

りである。 

3.3.1 手法のモデル化 

３．３ ＣＶＭを活用したＡＨＰ手法の提案（案２） 
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ａ ：要素１の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素１の評価値） 
ｂ ：要素２の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素２の評価値） 
ｃ ：要素３の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素３の評価値） 
 
 

＜原単位＞ 
要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1 に対応する水準（円/ｍ・世帯等） 
要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1 に対応する水準（円/ｍ・世帯等） 
要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 に対応する水準（円/kg・世帯等） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④代替案の総合評価値の算定 
要素の重みと評価点から総合評価値を算定する。
代替案１の総合評価値 Ｅ１＝【ｋ１×ｘ１】＋【ｋ

２×ｙ１】＋【ｋ３×ｚ１】 
代替案２の総合評価値 Ｅ２＝【ｋ１×ｘ２】＋【ｋ

２×ｙ２】＋【ｋ３×ｚ２】 
代替案３の総合評価値 Ｅ３＝【ｋ１×ｘ３】＋【ｋ

２×ｙ３】＋【ｋ３×ｚ３】 ⑥各代替案の貨幣価値の算定 
「総合評価値の差＝代替案の変化の貨幣価値」として、各代替案の貨幣価値を算定する。 

貨幣価値Ｕ１＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）
－１×Ｅ１

貨幣価値Ｕ２＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）
－１×Ｅ２

貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）
－１×Ｅ３

⑦原単位の作成 
各代替案の貨幣価値と要素の評価点の関係から評価点 1あたりの貨幣価値を求め、各要素の原単位に変換する。
代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１） ａ ：要素１の評価値 1あたりの貨幣価値 
代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２） ｂ ：要素２の評価値 1あたりの貨幣価値 
代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３） ｃ ：要素３の評価値 1あたりの貨幣価値 

→要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1あたりに対応する物理量 
→要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1あたりに対応する物理量 
→要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 あたりに対応する物理量 

⑤ＣＶＭの実施 
代替案 1から代替案 3に変化することの支払意思額ＷＴＰを計測する 

①階層構造図の作成 
社会的コストを要素する代替案に持つ階層構造図

を作成する。 

②各要素のペア比較の実施 
各要素をペア比較し、各要素の重み（ｋｉ）を算定 

③代替案のペア比較の実施 
各要素を評価軸として代替案をペア比較し、評価点

（ｘｉ、ｙｉ、ｚｉ）を算定 

 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 
総合目的 

ＣＶＭで代替案1から代替案3に変化する
ことのＷＴＰを算定 

代替案３ 

評価点（要素 1）：ｘ３

評価点（要素 2）：ｙ３

評価点（要素 3）：ｚ３

代替案１ 

評価点（要素 1）：ｘ１

評価点（要素 2）：ｙ１

評価点（要素 3）：ｚ１

代替案２ 

評価点（要素 1）：ｘ２

評価点（要素 2）：ｙ２

評価点（要素 3）：ｚ２

ペア比

要素３ 

（社会的コスト３）

重み：ｋ３

ペア比較

ペア比

各要素を評価軸

としてペア比較

要素１ 

（社会的コスト１）

重み：ｋ１

要素２ 

（社会的コスト２）

重み：ｋ２

各要素を評価軸としてペア比較

各要素を評価軸

としてペア比較

図 3-6 ＣＶＭを活用したＡＨＰ手法の概要 
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①階層構造図の作成 

社会的コストを要素として設定し、水準の異なる要素をもつ代替案を作成し、これらを階層と

して表した階層構造図を作成する。要素の水準は、原単位の単位（分母）となる物理量に対応す

るものとする。 

 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 

総合目的 

要素２ 
（社会的コスト２）

要素１ 
（社会的コスト１）

要素３ 
（社会的コスト３） 

代替案１ 

要素 1：Ｘ１ｍ 

要素 2：Ｙ１ｍ 

要素 3：Ｚ１Kg 

代替案２ 

要素 1：Ｘ２ｍ 

要素 2：Ｙ２ｍ 

要素 3：Ｚ２Kg 

代替案３ 

要素 1：Ｘ３ｍ 

要素 2：Ｙ３ｍ 

要素 3：Ｚ３Kg 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-7 階層構造図のイメージ 

 
②各要素のペア比較の実施 

■要素間のペア比較 

要素間のペア比較をアンケート調査により行い、ペア比較マトリックスを作成する。 
■要素の重みの算定 

要素の重みの算定をペア比較マトリックス表を作成して行う。 
 
 要素 1 

（社会的コスト 1）
要素 2 

（社会的コスト

2） 

要素 3 
（社会的コスト 3） 

要素 1 
（社会的コスト 1） 1 ｗ１／ｗ２ ｗ１／ｗ３

要素 2 
（社会的コスト 2） ｗ２／ｗ１ 1 ｗ２／ｗ３

要素 3 1 ｗ３／ｗ１ ｗ３／ｗ２（社会的コスト 3） 
 ｗｉ／ｗｊ：要素ｉと要素ｊを比較してどちらが重要であるかを 5 段階等で評価した値 

 
 

重み（要素 1、要素 2、要素 3）＝（ｋ１、ｋ２、ｋ３） 
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③代替案のペア比較の実施 

各要素を評価軸として、各代替案の評価点を算定する。評価点は、要素間の重みと同様にペア

比較を行った結果よりペア比較マトリックスを作成して算定する。 
 
評価点要素１（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｘ１、ｘ２、ｘ３） 
評価点要素２（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｙ１、ｙ２、ｙ３） 
評価点要素３（代替案１、代替案２、代替案３）＝（ｚ１、ｚ２、ｚ３） 

 
④代替案の総合評価値の算定 

要素の重みと評価点を乗じることにより、総合評価値を算定する。 
 

  評価点要素１ 評価点要素３   評価点要素２

  ｘ１ ｙ１ ｚ１ ｋ１ 代替案１ 
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Ｅ１ ＝ 【ｘ１・ｋ１】＋【ｙ１・ｋ２】＋【ｚ１・ｋ３】 
Ｅ２ ＝ 【ｘ２・ｋ１】＋【ｙ２・ｋ２】＋【ｚ２・ｋ３】 
Ｅ３ ＝ 【ｘ３・ｋ１】＋【ｙ３・ｋ２】＋【ｚ３・ｋ３】 

 
⑤ＣＶＭの実施 
代替案１から代替案３に変化することの支払意思額（ＷＴＰ）をＣＶＭにより計測する。 

 
⑥各代替案の貨幣価値の算定 

 

「総合評価値の差＝代替案の変化の貨幣価値」として、各代替案の貨幣価値を算定する。 

 
貨幣価値Ｕ１＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）

－１×Ｅ１

貨幣価値Ｕ２＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）
－１×Ｅ２

貨幣価値Ｕ３＝ＷＴＰ×（Ｅ３－Ｅ１）
－１×Ｅ３ 

 
⑦原単位の作成 

貨幣価値は代替案を構成する要素を因子とする関数で表されると仮定し、要素の評価点 1 あた

りの貨幣価値を算定し、各要素の原単位を作成する。 

 
代替案１ ････ Ｕ１＝ｆ（ｘ１，ｙ１，ｚ１） 

代替案２ ････ Ｕ２＝ｆ（ｘ２，ｙ２，ｚ２） 

代替案３ ････ Ｕ３＝ｆ（ｘ３，ｙ３，ｚ３） 

 
例えば、関数型を線形と仮定すると以下のとおりとなる。 

＝ ｘ２ ｙ２ ｚ２ ｋ２ 代替案２ 
 
総合評価値Ｅ 

  ｘ３ ｙ３ ｚ３ ｋ３ 代替案３ 



 

代替案１ ････ Ｕ１＝ａ･ｘ１＋ｂ･ｙ１＋ｃ･ｚ１

代替案２ ････ Ｕ２＝ａ･ｘ２＋ｂ･ｙ２＋ｃ･ｚ２

代替案３ ････ Ｕ３＝ａ･ｘ３＋ｂ･ｙ３＋ｃ･ｚ３

 
ａ ：要素１の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素１の評価値） 
ｂ ：要素２の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素２の評価値） 
ｃ ：要素３の評価値 1 あたりの貨幣価値（円／要素３の評価値） 

 
 

＜原単位＞ 
要素１の原単位：ａ÷要素１の評価値 1 に対応する水準（円/ｍ・世帯等） 
要素２の原単位：ｂ÷要素２の評価値 1 に対応する水準（円/ｍ・世帯等） 
要素３の原単位：ｃ÷要素３の評価値 1 に対応する水準（円/kg・世帯等） 
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